
滋
賀
・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
四
月
ぞ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
休
生
時
代
前
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
が
最
も
幅
を
狭
め
る
堅
田
―
木
浜
間
の
東

岸
、
旧
野
洲
川
北
流
右
岸
下
流
域
の
緩
か
に
傾
斜
す
る
沖
積
地
の
中
央
に
あ

っ

八
五
年
度
に
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
七
世
紀
を
九
世
紀
の
官
行
状
遺
構
群
の

南
東
部
で
実
施
し
、
第
七
次
調
査
は
そ
の
南
東
約
三
〇
ｍ
の
隣
接
地
で
実
施
し

た
。
こ
の
う
ち
第
七
次
調
査
の
木
街
（１４
号
）
は
、
平
安
時
代
前
期
の
包
含
層
よ

り
出
土
し
た
も
の
で
、
本
来
大
型
の
木
筒
の
一
部
分
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
極
め
て
損
惨
が
ひ
ど
く
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
五
次

調
査
の
木
簡
及
び
遺
構
の
概
要
を
中
心
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

調
査
地
を
含
む
官
行
状
遺
構
群
の
か
つ
て
の
立
地
は
、
周
辺
の
微
地
形
分
類

図
に
よ
る
と
、
野
洲
川
が
作

っ
た
北
東
方
向
の
埋
没
微
高
地
の
西
側
先
端
部
に

近
い
所
に
あ

っ
て
、
西
岸
に
は
同
時
期
の
木
街
を
出
す
光
相
寺
遺
跡
と
も
繋
が

る
埋
没
旧
河
道
が
接
し
、
北
側
に
は
大
き
く
湾
入
す
る
湖
も
し
く
は
旧
内
湖
と

考
え
ら
れ
る
後
背
湿
地
が
広
が
り
、
こ
れ
が
琵
琶
湖

へ
も
通
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
遺
跡
は
、
入
江
状
の

「浦
」
に
面
し
た
野
洲
川
の
一
支
流
の
河
田
部
近
く

に
所
在
し
た
遺
跡
で
あ

っ
た
と
復
元
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
官
行
状
遺
構

群
は
、
坦
没
微
高
地
の
高
所
で
は
な
く
、
む
し
ろ
周
辺
の
水
田
跡
よ
り
も
低
く
、

増
水
の
際
に
は
水
没
の
危
険
性
さ
え
あ
る
埋
没
旧
河
道
に
近
い
低
地
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
湖
と
河
川
に
よ
る
水
上
交
通
を
強
く
意
識
し
た
実
務
的
な

施
設
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

調
査
は
、
官
衛
状
遺
構
群

（
一
町
四
方
程
度
と
推
定
）
の
南
東
部
の
一
角
に
あ

た
る
九

一
八
ポ
を
対
象
と
し
て
行

っ
た
。
七
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
ま
で
の

五
遺
構
面
が
あ
り
、
合
計
三
〇
〇
二
ポ
に
及
ぶ
。

第

一
遺
構
面
は
、
中
世
を

一
六
世
紀
の
水
田
跡
で
、
用
水
路
と
水
田
耕
作
に
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鞠罐″″　　】障期鋤中鰊凱蜘均繭隅向

三
上
山
山
麓
を
通
過
す
る
東
山

道
や
野
洲
郡
衛
推
定
地
（和
田
・

小
篠
原
遺
跡
）
ま
で
約
四
血
の
地

点
に
位
置
す
る
。

木
簡
は
第
五
次
調
査
で
九
点
、

第
七
次
調
査
で

一
点
出
上
し
た
。

第
五
次
調
査
は
、　
一
九
八
四

・



関
わ
る
素
掘
溝
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。

第
二
遺
構
面
は
、
八
世
紀
後
半
ｉ
九
世
紀
末
の
最
も
新
し
い
官
行
状
遺
構
群

で
、
掘
立
柱
建
物

一
〇
棟
以
上
、
掘
立
柱
塀
（柵
）
五
条
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
建
物
は
、
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
も
の
が
、
前
代
ま
で
の
建
物
軸
を
踏
襲
し

一

定
の
企
画
性
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
以
降
の
も
の
は
小
規
模
で
方
位
が

東
に
振
れ
る
も
の
が
多
く
、
同
じ
性
格
を
保
つ
も
の
で
あ
る
の
か
は
少
か
ら
ず

問
題
が
残
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
南
北
方
向
の
塀
（柵
ご

一条
は
、
官
行
状
遺

構
群
の
東
を
限
る
施
設
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
た
。

第
三
を
五
遺
構
面
で
は
、
南
北
方
向
の
濤
の
両
側
に
土
塁
状
の
畦
を
も
つ
東

限
の
濤
跡
を
確
認
し
、
東
側
に
水
田
跡
を
、
西
側
に
三
面
の
官
行
状
遺
構
群
を

検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
検
出
層
や
間
層

（包
含
層
）
に
は
、
数
十

例
も
の
厚

い
籾
殻
（小
量
の
稲
藁
と
雑
穀
を
含
む
）
の
堆
積
が
み
ら
れ
、
木
簡
を
始
め
多
量
の

遺
物
が
出
土
し
た
。
こ
の
親
殻
層
は
、
各
遺
構
面
共
に
ほ
ぼ
同
じ
位
置
と
規
模

を
踏
襲
し
て
お
り
、　
一
棟
の
吹
き
抜
け
の
作
業
場
的
な
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
建
物
に
お
い
て
穎
稲
を
脱
穀

・
脱
蒋
し
た
後

に
積
ま
れ
て
い
た
糊
殻
が
、
冠
水
の
た
め
に
全
面
に
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
各
遺
構
面
の
お
よ
そ
の
年
代
は
、
第
三
遺
構
面
が
八
世
紀
初
ぞ
八
世
紀
中

頃
、
第
四
遺
構
面
が
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
、
第
五
遺
構
面
が
七
世
紀
後
半
ｉ

七
世
紀
末
で
、
各
遺
構
面
よ
り
三
ｉ
五
棟
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。

な
お
、
官
衛
状
遺
構
群
建
設
以
前
の
土
地
利
用
は
、
東
限
の
溝
跡
下
よ
り
同

一

方
向
の
用
水
路
と
畦
が
み
ら
れ
た
り
、
第
五
遺
構
面
下
層
の
北
側
よ
り
水
田
耕

作
を
示
す
畝
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
と
同
じ
よ
う
に
水
田
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
未
だ
遺
構
群
の
中
央
部
や
旧
河
道
の
隣
接

地
を
調
査
し
て
は
い
な
い
た
め
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
遺
構
群
は
、
七

世
紀
後
半
の
あ
る
時
期
に
水
田
域
の
一
角
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
突
如
建
設
を

み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
物
は
、
第
三
ぞ
五
遺
構
面
の
親
殻
層
を
中
心
に
出
上
し
た
。
多
量
の
上
器

と
共
に
遺
存
状
態
の
良
い
木
製
品
が
あ
る
。
農
具
に
は
、
鋤
の
身

・
柄
、
鍬
の

身

・
柄
、
鎌
の
柄
、
馬
鍬
の
歯
、
横
槌
、
唐
国
の
杵
、
竪
杵
、
木
錘
、
田
下
駄
、

稲
櫛
、
蒲

・
俵
編
機
部
材
、
木
針
な
ど
が
、
紡
織
具
に
は
、
糸
巻
、
紡
輪
、
織

機
部
材
が
、
馬
具
類
に
は
、
鞍
、
壷
鐙
、
縦
櫛
が
、
漁
携
具
に
は
、
櫂
、
浮
子
、

土
錘
が
、
武
具
に
は
、
鉄
鏃
が
、
服
飾
具
に
は
、
横
櫛
、
下
駄
が
、
食
器

・
容

器
類
に
は
、
土
器
の
他
に
木
製
の
皿
、
盆
、
鉢
、
椀
、
長
方
形
槽
、
円
形
曲
物
、

精
円
形
曲
物
、
曲
物
杓
、
蓋
板
な
ど
が
、
食
事
具
に
は
、
杓
子
、
箸
が
、
祭
祀

具
に
は
、
斎
串
、
陽
物
形
、
刀
子
形
な
ど
が
、
遊
戯
具
に
は
、
琴
、
琴
柱
が
、

文
房
具
に
は
、
刀
子
の
柄
、
円
面
硯
が
、
そ
の
他
に
火
鑽
板
、
燈
台
、
各
種
の

建
築
部
材
、
鉄
何
、
輔
の
羽
口
、
鉄
滓
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
墨
書
土
器
は
、

第
二

・
三
遺
構
面
包
含
層
よ
り

「神
」

「神
主
」
が
、
他
に
欠
損
に
よ
っ
て
意

味
不
明
な
も
の
な
ど
、
約
三
〇
点
が
出
上
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
第
三
遺
構
面

包
含
層
よ
り
ω
②
が
、
第
四
遺
構
面
包
合
層
よ
り
①
ぞ
⑦
が
、
作
業
場
的
な
建

物
の
雨
落
溝

（濤
五
三
〇
一ご

よ
り
①
⑨
が
出
上
し
た
。
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(6)

木
簡
の
釈
文

。
内
容

日
日
Ｈ
Ｈ
日
国
□
□
使
人
民
直
安
万
呂
」

〔牛
≧

日
日
Ｈ
日
日
□
□
□
回
従
□
□
賜

（
∞
］
ｅ

×
中
ｏ
×
ω
　
ｏ
Ｐ
Φ

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

□
良
女
六
十
束
　
　
　
　
」

〔毎
ヵ
〕

□
□
来
馬
評
甘
□
倭

部
連
刀
□
□
士
□
」
　
　
　
　
　
　
（ドＳ
溢
蒙
『

〔久
支
豊

束
己

「
日

日

回

服

隅

□
首
羅

旧

日

♂

「
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
首
貸
稲
大
国
来
記

　

」

∞
〕
∞
Ｘ
∞
ミ
×
Φ

名
□
日

‐十

日

。
「．［日‐‐日‐‐‐‐山　一‐‐日山田田］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中Φω）
）〈〕⇔
Ｘ
い

名
□
□
□
乙
木
配
配
木
一醜
ヵ
〕□

□
□
□
□
□
」

。
「
有
木
□
□
回

国
園
目
園
隠
　
　
　
　
　
　
」

□
□
石
石
□

日
日
□
日
口

〔反
ヵ
〕
〔生
ヵ
〕

「
康
□
金
国
人

「
午
丙
午
申
乙
卯

霊
爪
ヵ
〕
　
〔ば

ヵ́
〕
雲
謹
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔
嶺
一ヵ
〕

「
十

一
月
十
二
日
自
□
大
夫
□
前
□
白
奴
吾
□
□
賜
□

」

日

匹
小
□
日
日

日

日

日

霊

命
坐
〔則

ビ

酌
剛
阻

□
」

∞
『
∞
×

中
『
×

ω
　

Φ
ド
ド

Φ
μ
Φ

〇
ド
μ

（ドヽ
卜）
×
〕ω
×
『
　
〇∞
Ｐ

（
騨
〇
〇
）
×
中
ω
×
ω
　
ｏ
μ
Φ

？
戦
自
発

〔束
己

〔直
≧

又
中
直
五
十
又
五
十
回

□
井
□
□
直
廿
　
□
□

〔
見
坦
地

」
　

　

　

　

（臣
ｙ
〕援
］
思

①
ｌ
⑩
の
木
簡
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
山
尾
幸
久
氏
の
論
文
に

詳
述
さ
れ
て
お
り
重
複
を
さ
け
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
遺
跡
の
木
簡
番
号

に
つ
い
て
は
、
先
に
出
上
し
て
い
る
４
号
か
ら
の
連
番
と
し
、
本
誌
の
①
？
⑨

を
、
５
号
１
１３
号
に
読
み
代
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
関
係
文
献

山
尾
幸
久

「木
簡
」
翁
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

第
一
。
二
次
発
掘
調
査
概
要
』
一
九

八
七
年
）

稲
岡
耕
二

「国
語
の
表
記
史
と
森
ノ
内
遺
跡
木
簡
」
Ｇ
木
簡
研
究
』
九
号

一
九
八
七
年
）

（辻
　
広
志
） 〇

滓
Φ

∞
μ
ｏ
Ｘ

〕
∞
×

］

〇
岸
μ
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